
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 相互授業見学、管理職による授業観察の実施回数100％ 4 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答90％以上

3 相互授業見学、管理職による授業観察の実施回数95％以上 3 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答85％以上

2 相互授業見学、管理職による授業観察の実施回数90％以上 2 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％以上

1 相互授業見学、管理職による授業観察の実施回数90％未満 1 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％未満

4 計画した研修の実施回数100％ 4 日本語学級の生徒8割以上が、2月実施の日本語試験80％を達成

3 計画した研修の実施回数95％以上 3 日本語学級の生徒7割以上が、2月実施の日本語試験80％を達成

2 計画した研修の実施回数90％以上 2 日本語学級の生徒6割以上が、2月実施の日本語試験80％を達成

1 計画した研修の実施回数90％未満 1 日本語学級の生徒5割未満が、2月実施の日本語試験80％を達成

4 計画した研修の実施回数100％ 4 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答90％以上

3 計画した研修の実施回数95％以上 3 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答85％以上

2 計画した研修の実施回数90％以上 2 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％以上

1 計画した研修の実施回数90％未満 1 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％未満

4 計画した日本の文化体験やマナー指導の実施回数100％ 4 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答90％以上

3 計画した日本の文化体験やマナー指導の実施回数95％以上 3 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答85％以上

2 計画した日本の文化体験やマナー指導の実施回数90％以上 2 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％以上

1 計画した日本の文化体験やマナー指導の実施回数90％未満 1 生徒ｱﾝｹｰﾄ関連項目の肯定的な回答80％未満

4 各交流の完全実施 4 各交流会における生徒ｱﾝｹｰﾄ満足度90％以上

3 3 各交流会における生徒ｱﾝｹｰﾄ満足度80％以上

2 2 各交流会における生徒ｱﾝｹｰﾄ満足度70％以上

1 各交流の一部未実施 1 各交流会における生徒ｱﾝｹｰﾄ満足度70％未満

4 年３回の教育相談と月１の特別支援委員会の完全実施 4 80％出席率未達成による自主退学０

3 3

2 2

1 年３回の教育相談と月１の特別支援委員会の一部未実施 1 80％出席率未達成による自主退学有

4 月１回の学級会の完全実施（養護教諭・SCへの情報共有含む） 4 いじめ重大事故０

3 3

2 2

1 月１回の学級会の一部未実施 1 いじめ重大事故発生

令和８年度　墨田区立文花中学校　夜間学級　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）

目指す学校像

目指す生徒像

目指す教師像

作成者　校長　遠藤　博則

学校教育目標 チーム文花中として、生きる力（豊かな心、確かな学力、健康・体力）を伸ばし、社会に貢献できる生徒の育成

・「分かる」「できる」「楽しい」が実感でき、確かな学力が身に付く学校
・ＩＣＴ機器の効果的な活用とアナログのベストマッチによる学びを推進するる学校
・人権を尊重し、夜間学級との交流など、多様な文化の理解を積極的に推進する学校
・チーム文花中として、学校・家庭・地域が力を合わせ共に歩む学校

・多様な文化や互いの人権を尊重し、自他を大切にする生徒
・学ぶことの意義と喜びを知り、自立した学習者として自ら学び・考える生徒
・心身共に健康で、文武両道を目指し、何事にも粘り強く取り組む生徒
・国際社会の一員として、社会に貢献できる生徒

・生徒に対する教育的愛情と、教職に対する情熱・誇りをもち、協働できる教師
・高い指導力をもち、生徒の生きる力（豊かな心、確かな学力、健康・体力）を伸ばせる教師
・教育公務員として職責を自覚し、常に研鑽に励み、服務の厳正を図ることができる教師

項目 取組目標 具体的方策 取組指標 成果指標 分析 改善方策
学校関係者評価

各

教

科

指

導

等

「分かる」「できる」「楽しい」

が実感でき、確かな学力が身に付

く学びの実現

①「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の一体的な実現

②組織的な日本語指導による確実

な日本語習得

③ＩＣＴ機器の効果的な活用とア

ナログのベストマッチの推進

①年２回の相互授業見学、管理職

による授業観察と指導・助言によ

る授業力向上

②文部科学省の研究を活用した計

画的な研修による日本語指導力向

上

③効果的なICTとアナログの活用に

関する研修による指導力向上

生

活

指

導

等

基本的な生活習慣の定着と豊かな

人間関係の育成

①挨拶や身だしなみ、時間や約束

を守る指導を充実し、社会のマ

ナーやルールを理解・実践できる

生徒の育成

②すべての教育活動を通して、差

別や偏見をなくし、自他の生命、

人権を尊重する教育の推進

①それぞれの文化を尊重した日本

のマナーやルールの習得

②昼間学級との年２回の交流、都

夜中研の生徒交流会・生徒会交流

会の参加

不登校・いじめ・問題行動の未然

防止と適切な対応

①不登校の未然防止と、意図的・

計画的・組織的な対応による改善

②いじめ・問題行動の未然防止

と、意図的・計画的・組織的な対

応による改善

①通訳と連携し、年３回の教育相

談の実施と月１回のSC参加の特別

支援委員会の実施

②養護教諭やSCと情報を密にした

生徒支援（学級会）の運営

〇令和８年度 学校経営計画における重点内容

・「分かる」「できる」「楽しい」が実感でき、確かな学力が身に付く学習指

導

・基本的な生活習慣の定着と豊かな人間関係を育成する生活指導（いじめ・不

登校の対策強化）

・自主的な活動の促進と感動ある学校行事の創造

・保護者・地域に開かれた学校づくり



評価 評価 自己評価 改善方策 意見等
項目 取組目標 具体的方策 取組指標 成果指標 分析 改善方策

学校関係者評価

4 月間PDCAを活用した企画調整会議と職員会議の完全実施 4 教職員アンケート関連項目のA評価90％以上

3 3 教職員アンケート関連項目のA評価80％以上

2 2 教職員アンケート関連項目のA評価70％以上

1 月間PDCAを活用した企画調整会議と職員会議の一部未実施 1 教職員アンケート関連項目のA評価70％未満

4 各アンケートの完全実施 4 関係者評価関連項目のA評価90％以上

3 3 関係者評価関連項目のA評価80％以上

2 2 関係者評価関連項目のA評価70％以上

1 各アンケートの一部未実施 1 関係者評価関連項目のA評価70％未満

4 月１回の設備点検の完全実施 4 教職員アンケート関連項目のA評価90％以上

3 3 教職員アンケート関連項目のA評価80％以上

2 2 教職員アンケート関連項目のA評価70％以上

1 月１回の設備点検の一部未実施 1 教職員アンケート関連項目のA評価70％未満

4 学校ホームページ更新回数35回以上 4 関係者評価関連項目のA評価90％以上

3 学校ホームページ更新回数30回以上 3 関係者評価関連項目のA評価80％以上

2 学校ホームページ更新回数25回以上 2 関係者評価関連項目のA評価70％以上

1 学校ホームページ更新回数20回未満 1 関係者評価関連項目のA評価70％未満

4 ゆかた体験と部活指導における地域人材の活用の完全実施 4 関係者評価関連項目のA評価90％以上

3 3 関係者評価関連項目のA評価80％以上

2 2 関係者評価関連項目のA評価70％以上

1 ゆかた体験と部活指導における地域人材の活用の一部未実施 1 関係者評価関連項目のA評価70％未満

4 東京都夜間学級研究会の部会・班会に教員全員参加 4 教職員アンケート関連項目のA評価90％以上

3 3 教職員アンケート関連項目のA評価80％以上

2 2 教職員アンケート関連項目のA評価70％以上

1 東京都夜間学級研究会の部会・班会に一部の教員未参加 1 教職員アンケート関連項目のA評価70％未満

学

校

の

管

理

運

営

経営方針に基づいた、組織的な教

育活動・学校運営の実施

企画調整会議・職員会議・月間

PDCAを活用した全教職員からの主

体的な改善と、管理職の分かりや

すいビジョンの伝達による組織的

な教育活動の実現

学校予算の有効活用や区教育委員

会との連携による適切な教育活動

環境の整備

年１回の施設点検等を活用した施

設の改善と、効率的な予算活用に

よる教育設備の改善

各アンケートの活用による教育活

動の改善

生徒・教職員・関係者ｱﾝｹｰﾄを活用

した教育活動の改善

家

庭

・

地

域

連

携

教育方針・教育活動の積極的でわ

かりやすい周知による、保護者・

地域の理解・協力の深化

学校ホームページ・学校運営協議

会等を活用した、積極的で分かり

やすい周知

働き方改革も意識した、意図的・

計画的・組織的な地域との連携

ゆかた体験・部活動指導等での連

携

東京都夜間学級研究会連合行事や

研究連絡協議会を活用した教育活

動の連携

各部会の活動や各教科班会での授

業研究を通した、情報共有と授業

力向上

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ（総括）


